
ＰＣ市場の状況と利用環境について
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１．はじめに

パーソナルコンピュータ（以下、ＰＣと記述する）がわれわれの日常の研究、業務に使用さ

れるようになって幾ひたしいが、その利用形態にはそれぞれにおいて次のような環境が考えら

れる。個々の機器を、(1)スタンドアローンで使用する、(2)小規模ネットワーク環境下で使用す

る、他は、(3)本格的な大規模ネットワーク上でのオープンな接続による使用である。

著しいＰＣ市場の変革は、ダウンサイジング、DOS/Vの台頭、ネットワーク／マルチメディ

ア分野の伸長とともにますます拡大の一途をたどっている（［９］より引用)．その様な中われ

われは、日常茶飯時ＰＣを使用しているが、結果として数社の機器が混在する状況におかれて

いる。しかし、究極的には、コンピュータ環境のオープン化と言った言葉で表現されるように、

ユーザーが最少の操作で、希望通りのことが、短時間に、かつ最少の労力で実現し、その結果

が最大であることが望ましいわけである。

本稿は、先記した主に(1)の使用環境における個々の機器が有する特徴を生かした利用につい

て、論文作成等に多く利用されている組版ソフトシステムを例に、ＰＣ市場の現況とあわせて

記述する。

２．ＰＣ市場の現況について

日本におけるＰＣの普及は、ことの善し悪しは抜きにして、日本電気社製ＰＣの影響が大き

い(国内市場では1993年時点で50％を超えるシェアを持つ)｡そして昨今では､特に93年度のアッ

プルコンピュータ社製ＰＣの導入の伸びは著しいものがある。その原因を考えるに、確かにマ

ウスとアイコンによるグラフイカルユーザーインターフェイス（GUI）機能をベースとしたそ

の使いやすさにはひいでたものがあり、加えて、その後の日本語処理の充実が上げられる。ま

た、従来からのＤＯＳ系マシンも、このＧＵＩ機能を取り入れたWindowsの本格的な出現によ

りアプリケーションソフトの互換が計られてきた。９４年度においては、そのネットワークとセ

キュリティを盛り込んだWindowsNTの日本語対応も予期（現時点で企業向けにはリリース）

されている。

図ｌは、1993年の世界のＰＣ市場のシェア比率を示している。図からも明らかなように、
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DOS系マシンでは世界に圧倒的なシェアを占めてきたIBM社製ＰＣ（日本においてはある一定

のエリアを確保してきた）は、ここにきてDOS/Vマシンの出現によりシェア争いも激化の一

途をたどっている。

一方、コンピュータユーザの利用動向についての調査によると、日本市場は世界的なオープ

ン化への取り組みに乗り遅れている感があり、その主たる原因に、独自規格の汎用機を持つ大

手メーカの存在がある。ちなみにオープン化の条件は、特定のベンダーに依存せず、業界標準

が公表されていなければならない（[６］より引用）ことは言うまでもない，

1993年世界のパソコンメーカーのシェア
（データクエスト社調べ）

図１世界のＰＣ市場のシェア比率（1993年）（［６］より引用）

３．ＰＣの利用環境について

ＰＣの変遷は、そのバックボーンとしてシステムソフト（以下、ＯＳと記述する）の普及があ

り、その善し悪しは開発されるアプリケーションソフトに大きく影響を及ぼす。図２は約20年

に及ぶＯＳの変遷を表わしている。また、図３(a)はソフトウェア研究所が調査した今後注目さ

れるＯＳの比較割合、（b)はデータクエスト、ソフトウェア研究所が資料提供した３年後（1997

年）の世界のＯＳ別シェア予測である。一般的にはＭＳＤＯＳをはじめMacＯＳがＰＣＯＳとして

よく知られているが、図にも示されている通り、DOS系ＯＳの流れである先記したｗｍ

ｄｏｗｓＮＴは、UNIX-OSと共に次世代ＯＳのステップになると予測されていることがわかる。

一方、異機種上でそれぞれ異なったＯＳ環境の構築を可能にする開発も行われている。たと

えばＤＯＳ系ＯＳ上においてのＵＮＩＸ環境の構築や、MacＯＳをメーンに使うソフトウェアパッ

ケージは、アップルコンピュータ社製ＰＣ上でのアプリケーションとしてＵＮＩＸ環境を構築し

ており、日本語対応も含めた相互環境が実現できる。

ソフトウェアの互換性では、たとえば非常に幅広く利用されている画像編集ソフトウェアに

－１００－
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図３（a)ソフトウェア研究所が調査した今後注目されるＯＳの比較割合（[６］より引用）

（b)データクエスト、ソフトウェア研究所が資料提供したＯＳ別シェア予測（[８］より引用）

例をとると、アップルコンピュータ社製ＰＣをはじめ、ＤＯＳ系マシンに導入されたWindows

およびＳｕｎやGraphicsなどのＵＮＩＸベースのマシン（以下、ＷＳと記述する）環境にも対応

させ、これらは同じ機能を備え、いずれもそのデータはバイナリレベルで相互の完全互換性を

保証している。したがって、たとえば画像処理等における頻繁なフィルタ処理やデータ出力に

おいてそれぞれの機器を使い分けることが可能となり、ユーザに対するその操作性やクオリ

ティの向上が計られてきている（[７]参考)。

４．ＰＣの有効な利用について

ここｌ～２年のＰＣ市場の動向は、上記したようにめまぐるしい変革が行われ、短期間にお

ける機能および価格の急激な変動がわれわれユーザーを悩ませている。このことは先記した

ＯＳの開発に加え、昨今では、コンピュータの核になる新しいＭＰＵの開発によるその市場合

戦が激化したことにある。このような過渡期とも言える時代には、われわれは個々の機器が有

する特徴を有効に利用した対応が必要である。

たとえて言えばハードウェアの点では、ＣＰＵに浮動小数点演算装置を必要とするか否かや、

複雑な演算を必要とするか否か等々がその選択条件として考えられる。一方、ソフトウェア面

では、はじめに述べたように、「ユーザーが最少の操作で、希望通りのことが、短時間に、か

つ最少の労力で実現し、その結果が最大であれば望ましい」点を考慮に入れた環境の選択が望

まれる。

以下、ＵＮＩＸ環境下で多く利用されている組版ソフトシステムの使用を例に、ＰＣの有効な

利用について記述する。

４．１WYSIWYGによる数式の記述

数式の記述は、ワープロに代表されるようなラインテキスト指向の一般的なソフトウェアで

－１０２－



'よ、その作業は困難かつ不可能に近い場合が多い（例えば、図４の中に記述したような数式)。

しかし、ここで扱う組版ソフトシステムは、むしろ高品質かつ複雑な数式の記述作成を得意と

している（組版ソフトシステムの詳細については他書に譲る)。しかしその記述は、いわゆる

WYSIWYG（見たものがそのまま得られる）方式ではなく、たやすいとは言い難い。したがっ

て、ユーザがたやすく必要とする数式を記述するには、たとえば、日常のＰＣを活用しＧＵＩに

、”目

図４数式ウインドウによる数式の作成

よる数式の記述を行い、その後他のアプリケーション（異機種を含む）で使用可能なテキスト

に変換することにより、最少の労力で希望の原稿を作成することが可能となる。以下その手順

の一例を記述する。

図４は、アップルコンピュータ社製ＰＣを用いたWYSIWYG方式による数式の記述を示し

ている。作成した数式は、図５(a)に示す流れに沿って、画像データとしてではなく、テキスト

フォーマットに変換し（図５(b)参照)、他の必要とするテキスト原稿の希望する箇所に挿入し、

数式を含めた原稿を完成する。

複雑な数式および図形を、

WYSIWYG方式で作成

↓

変換テーブルにて、

テキストフォーマットに変換する

↓

テキスト原稿の必要箇所に挿入し、

文書ファイルを完成させる

図５(a）ＷＹＳＩＷＹＧ方式からテキストベースへの変換手順
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図５(b）図４に示した数式を変換テーブルにて文書組版言語に変換した状態

４．２図形の描写

図形の描写は、文書組版ソフトシステムではpicture環境およびfigure環境により描くこと

ができる。しかし、これらの環境を使うにはかなりの熟練を要し、数式以上にややもすると面

倒に感ずる場合が多い。しかし数式同様に、日常使いなれたＰＣによる描写支援ツール等を用

いれば、フローチャートの様な簡単な図形はGUIによりたやすく描くことができ、そのデー

タ（数式同様に変換した）を利用することができる。

図６は、ＤＯＳ系ＰＣを用いた文書組版システム言語による図形描写プログラミングおよびそ

の図形描写の一例である。

\documentstyleUlpt,a4jl(jaTticle）
\begin(document）
\begin(center）
\unitlengthOOO1in
Ybegin(picture)(2000,1700)(0,-1600）

機pecial(ｐｎ８)兜
￥special(sh}％
強pecial(ia3502004002500628319)兜
￥special(shO)兜
９FSpecial(ar40025040025006.28310}9Wう
殉ut(400,-250)(Ymakebox(0,0){document)}妬
\special(ｓｈＯ}兜
Hfspccial(ｉａ７５０４７５２００２０００６２８３１９)兜
qfspecial(ｓｈＯ１)％
\SpeciaI(ar750475ZOO2000628319)％
\Put(750,-450)(\makebox(0,0)(tpic)}兜
￥special(pa800250)兜
\special(pal200250)９１６
￥special(fp)％
鵠peciaI(ｓｈｌ)兜
￥special{pal200250}兜
鵠pecial(pallOO275)兜
￥special{pallOOZ25)兜
嶺pecial(pal200250)兜
￥special{fp)％
､凶Special{sh}兜

（途中省略）

￥special(pa8001250)兜
￥special{pagOO1275)％
￥special{pa9001Z25)弼
芋special(pa8001250)兜
￥special{fp)兜
￥Special(sh)兜
￥special(ia3501ZOO4002S
HqspeciaI(shO)兜
￥special(ar40012504002S
Yput(400,.1250)(\makebo〕

￥end{pictuに）
￥end(center）
￥end{document｝

図６文書組版言語による図形描写：

006.28319)妬

25006.28319}兜

ox(0,0)(printer)}兜

プログラミングおよびその図形描写の一例
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図７(a)は、本原稿をモデルに当システムを用い、上記した手順に沿って作成、印刷出力した

例を示している。図における標題（＊ｌ）、著者名（＊２）あるいは章の標題（＊３）をはじ

め本文の文書整形はすべてシステムの有する機能で表現されており、比較のため示した同図(b）

のようにWYSIWYGには作成していない。

＊１ＰＣ市場の現況と利用環境について

田中邦英

ＫｍｎｉｈｉｄｅＴＡＮＡＫＡ

平成６年４月２４日
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１はじめに

パーソナルコンピュータ（以下，ＰＣ毘述する）がわれわれの日常の研究．菓研に使用される

ようになって通ひたしいが‘その利用形恩にはそれぞれにおいて次のような俎埆が考えられる．

困々の狙曰を，（１）スタンドアローンで使用する．(2)小■祖ネットワーク■俎下で使用する．他

は，（３）本招的なネットワーク上でのオープンな福既による使用である．

著しいＰＣ市四の変正は，ダウンサイジング，DOS/Vの台■，ネットワーク／マルチメディ

ア分肝の仲ｕＩとともにますます拡大の一途をたどっている（［９１より引用）．その祖な中.われわ

れは，日常茶飯事ＰＣを使用しているが，佶果として甜社の■日が混在する状況におかれている．

図７(a）文書組版ソフトシステムを用いた文書作成（本稿の内容使用）

｡８３３口少甸８

図７(b）ＤＴＰソフトウェアによる文谷作成（[14]原稿使用）

おわりに５．

本稿は、個々の異なったＰＣを利用した文書組版ソフトシステムによる文書作成を例に記述

したが、当システムはその言語ファイル体系（図６に示した様な言語ファイル体系）に、互換

－１０５－

「

●ファイル瓜兵オプシ．ソページ呑式エレメント丑示（火）508133⑦少⑤■
勺

邸関■冨一四囲凹函圏匿目囲西ロー￣￣蔀名称末nh重雪空廼召四目圏E囲乎"函亜祠遜､■口砂面画庫－画屡届…団劃
P－１Ｑｑ 1ＩＰＩ１１，５１１，，'１，１z1，１，

0
1，４，１１母llIIbl，I1UIIlUI1llZ11IFｌ１ＩＩＣＩＩＩＷ１Ｉ§Ｕｌ１ＩﾐｪIⅢ1判Ⅲ，判｡Ｉ弓０１１，羽１， 。Ｚ ｣.

｜
｜
昨
’
二
岸
｜
ニ
ト
ー
ニ
ひ
一
二
匿
一
こ
げ
一
二
豚
一
二
塒
一
二
一

｢－－－－－－－－

~r一丁白UIlp活

夫9口中大軍

－－－－－百．－－

助更断羊涜一
■---－一･一

ｒ
「 ■■旦一＝

ｂカゴー￣ユデ▲生可。ＴｍＬｍ｡､

ムチ▲こ￣￣■￣￣＆ＣＬ■

ＯＱ－ＬＬＴ￣…￣●￣Ｔ

△鋲Ｃユヂ▲￣■ひ￣￣アモ
ウ、￣￣ぬ〆△■らち凸三二二一

￣屯■しＴ■￣あ印可・幻・▽

;:鰯;議罵
■－＄もムラ▲虫ｍＢＢ－

▽Ｓｍ△畑一□Iリアめ゛可▲司■
,●■■▲、￣ｍｗ５．

酎口■十尺＋▲ロー“魚

￣④垂、”￣~－軒９９▲●

￣￣ユヂ▲●￣￣■財。

⑭■

零三ｺ‐￣ニー－－

ａｍｍ･oP▲■－P０.ｴﾋﾞ.一・■
▲－■、■し！■●●Ｕ△－小ｈｍ０コニハ

。－つじ■●、アニ■可昨で色■”■究

頽■ｍＧＴウ０・■中呵画蛍▽印ＦＤ■コリ

ピ■一つ、｡、￣デーゥ■■■③■－ぬ■
ブ■ワ■▲△￣、～ユヂ▲と■⑧△プ■令ｉ

－や｡■祠｡戸守印向Ｔいら・

￣￣、￣ｎ似ｂｍｍ７▲、■而ロ
ユ1■■□串■・

△ワロヲヶＥ白け●匁切■の■、

面二､プレーン上一ｺﾞﾛﾜｩ、らむＤｕｐ
－￣幻■●い▽。 ’二

目
》
》
｜

、■
｜

■】
｜

』
｜

】
▲菫

■

●

■一一
一Ｂ 》ｄ唖幽「

一一

一》
●一一

恥》画一画
一」ゴ

二
一
ｒ

蝿鰯翻98,図、鰯9PX鰯8鰯劉図四ImmmWmmim1W羽W癖、Ｉ



性、ポータビリテイの優れた特徴を有している。したがって、ここで例を上げたような原稿の

集約を行えば、その原稿は簡単に、ネットワークを利用した遠隔地での利用を可能にする。コ

ンピュータ環境の中で生活するわれわれユーザーの要求は今後ますます多様化し、その要求も

果てしなく広がっていくが、その動向をにらんだメーカーサイドも、自らを－つのアーキテク

チャに縛りつける従来の意識から脱却し、個々のユーザーにマッチしたシステム、卓越したサ

ポートを提供する将来のコンピュータのオープン化に適応できる体制を考えてきている。

一方マルチメディア化の進歩と併せて、ＰＣ通信の発達、利用がわれわれ日常の生活におい

て定着する日もそう遠くはない。実現すれば、現在ファクシミリ通信で利用されている気象画

像データベースなどは、ＰＣ通信を利用することにより映像がカラー化され、各人がそれぞれ

の家庭においてその情報を得ることも可能になる（[６］参考)。ＰＣが本来のパーソナルなコン

ピュータとして普及することを期待したい。

謝辞平成５年度産業研究所個人研究特別助成金の交付にあたり、

に関係各位にこの場をお借りし感謝いたします。

当産業研究所委員会ならび

参考・引用文献他

[ｌ］数式エディター“Expressionist”マニュアル、PrescienceLtd,１９９３

[２］コンピュータ画像処理入門、総研出版、１９９３

[３］LaTeX美文書作成入門、技術評論社、１９９３

[４］文書処理システムLaTeX、アスキー出版局、１９９３

[５］楽々LaTeX、共立出版、１９９１

[６］日経産業新聞記載記事

[７］ＭＡＣＷＯＲＬＤＶｏＬ４ＮｏＬｌ９９４

[８］ASAhlパソコン、朝Ｒ新聞社、1994.1.1/1.15

[９］ニフテイサーブ、epson/rlsニュース

[１０］日本語ＴｅＸフリーソフトウエア集、アスキー出版局、１９９３

[11］ツールとしてのUNIX、サイエンス社、１９９３

[12］ＳＵＮシステム管理、アスキー出版局、１９９３

[１３］LifewithUNIX、アスキー出版局、１９９２

[14］情報処理学会第46回全国大会講演論文集、情報処理、１９９３

－１０６－



プロジェクト共同研究組織の成果発表について

当研究所では平成３年度に機構が改革され、長期的共同研究組織（７組織）およびプロ

ジェクト共同研究組織（６組織）が活動を開始しました。

長期的共同研究組織は現在も継続中ですが、プロジェクト共同研究組織は平成５年度末

をもってその研究期間が終了しました。

３年間の共同研究の成果は、「産業研究所研究組織に関する内規」の第４５，４７項の

規定および数回にわたる産業研究所委員会の審議によって以下の三つのいずれかの方法で

発表していただくことになりました。

Ａ・産研叢書という形で研究組織ごとに刊行する。

Ｂ・研究組織全員の連名で総合研究課題に関する成果を専門誌に発表する。その際、論文

名、誌名、発行所、投稿年月曰および内容の要旨を含む報告書を所報に公表する。

Ｃ、分担研究員が分担研究課題に関する成果を個別に専門誌に発表する（した）場合は、

総括研究員が総合研究課題に関する成果の全体をまとめたものを所報に発表する。その

際、個別に発表する（した）分担研究員全員の論文名、誌名、発行所、投稿年月曰をま

とめの末尾に明記する。

今回、研究期間が終了したプロジェクト共同研究組織は次の通りです。

総括研究員

1J

,:」

加藤義和

１～５の共同研究組織はＡの方法で、６の共同研究組織はＣの方法でその研究成果を発

表していただくことになりました。したがって、ここでは６の共同研究組織の報告を掲載

します。

なお、産研叢書は平成６年度末刊行の予定です。

－１０７－

No. 総合研究課題 総括研究員 分担研究員

１ 二つの世紀転換期における文学と社会 植和田光晴 代
子

裕
智
美

茂
美
瑠

村
田
村

中
福
内

、
、
、

二
誠
實
朗

英
哲

村
尾
川
元

木
七
石
山

２ 国際都市上海一社会的文化的総合研究一 藤原康晴

正
彦

光
幸
川
橋

桂
倉、
、

隆
哉
壮

俊
好
川
田
永

大
村
藤

３ アジア大
とくに美

洋地域の社会・経済活動と日本、
阪との関係

竹村民郎 埋橋孝之、杉浦一平
今野修平、高増明

４ 国際情報化時代におけるＥＣ統合とヨーロ
シバ諸国の社会的、経営・経済的変化

遠藤－久 石原肇、）||□八州雄
中西基

５ 無重力下での筋力減退の防止策の研究 加藤義和 鈴木邦雄、松田充生

６ 自動車各部の機械力学的特性に関する研究 酒井秀男
鑿桀甦壼､高萩敏男
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